
 

 

 

  令和７年度主要観光地における観光客入込状況について 

１ 調 査 期 間  令和７年４月 ～ 令和８年３月 

２ 対象観光地  ３５８箇所  

３ 観 光 者 数  ４，２６３万６千人（対令和６年度比 3.3％の増、対令和元年度 5.9％の減） 

 

   令和７年度は、６月中旬から約１か月半にわたる山形新幹線の大規模な運休等が

本県観光産業にとって大きな打撃となったものの、その後のＪＲ東日本と連携した

「カラフルフルーツ旅！山形」の展開などで観光需要の喚起を図った。 

また、米「ナショナルジオグラフィック」誌による世界の旅行先 25選への選出な

ど、ディスティネーションとしての本県の評価の高まりもあり、インバウンドの本

県受入延人数が３年連続で過去最高となったことなどから、前年度と比較し約 134

万人（3.3％）の増加となった。 

 

（１）地域別観光者数 

令和６年度比                        （単位：千人） 

 令和７年度 令和６年度 対６年度増減 対６年度増減率 

村山地域 21,734.4 21,095.0 639.4 3.0％ 

最上地域 2,070.7 2,000.6 70.1 3.5％ 

置賜地域 8,179.1 7,869.6 309.5 3.9％ 

庄内地域 10,652.1 10,324.5 327.6 3.2％ 

合  計 42,636.3 41,289.7 1,346.6 3.3％ 
 
 
（２）県内・県外別観光者数 

令和６年度比                          （単位：千人） 

 令和７年度 令和６年度 対６年度増減 対６年度増減率 

県内客 24,435.2 23,387.2 1,048.0 4.5％ 

県外客 18,201.1 17,902.5 298.6 1.7％ 

合 計 42,636.3 41,289.7 1,346.6 3.3％ 
 

以上 
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